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概要: 近年、 騒音の対策材料として制振材が使用されている。 これら

の制振材は‘ 主として高分子に無機フイラーを混練したもので、 高分子

の動的粘弾性挙動を利用して、 振動エネルギーを熱として散逸させるタ

イプのものである。 本研究は、 この様な従来のタイプの制振材でなく、

圧電セラミックス粉体と噂電材料を高分子に混練した高分子圧電複合材

料により、 振動エネルギーを圧電効果を利用して電気エネルギーに変換

し、 ジュール熱として消費させる新しいタイプのパッシプな制振材料(

New passive damping materials)を開発したので報告する。

圧電複合制振材

1 . 原理
圧電ダンパーの概念としては、 図1のよう の様に仮定すると、

に振動をおさえたい金属板を一対の圧電セラ

ミックスで挟み、 適当な抵抗をつなぐことに

よって、 振動エネルギーを電気エネルギーに

変換し、 ジュール熱として消費させるもので

ある。
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図. 1 圧電ダンパの基本構造

このときの共振周波数での等価回路を図2
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関. 2 共振周波数近傍の等価回路

振動によって発生する夜番電圧(角周波数

ω)を外部電源と仮定しVo(t)とおき、外付

けした抵抗(R)の両端にかかっている電圧

をV(t)とすると、 ジュール熱が最大となる

抵抗は吹式で決まる。
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